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微 生 物 の 迅 速 生 存 活 性 測 定 法
－ 生きている微生物を迅速に検出する技術 －

食品の製造現場では、安全性の確保や品質管理、製品の早期出荷、というニーズが多く、それに
対応できる迅速な衛生検査・管理法が求められています。さらに、その手法は低価格で、誰でも使
えるよう特別な技術や経験を必要とせずに検出できることが食品製造現場から強く望まれています。
当研究室では微生物の生菌活性を測定する化学発光法を用いた微生物検査システムについて検
討しています。従来の手法では48時間必要な生菌の判定を大幅に短縮できる可能性があります。

生菌が持つメナジオン
とNAD(P)Hとの酸化還

元反応で生菌を検出す
る化学発光法の確立に
ついて検討を行ってきま
した。本手法では、溶菌
などの面倒な操作が

必要なく、単純な操作で
生きた細菌の活性を測
定できます。
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インキュベーション 10分間 測定 5秒間

250～500円／
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段階希釈 平板塗抹
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15円／1検体
開 発 技 術

培養

化学発光測定(1分30秒／96検体)

48時間

本法は微生物の生存活性を直接計測するため、通常の平板培養によるコロニー検出よりも早期に
生菌を検出できる可能性があります。それゆえ、無菌試験の判定などに必要な時間を短縮できると
考えられます。また、1検体あたりの試薬コストは15円程度で自動計測が可能なことから、検査費用

の大幅削減や作業の効率化が期待できます。本技術をより簡易迅速かつ安価な微生物検査法とし
て提供できるよう、検討を進めています。
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生乳における従来法（BGLB）と
化学発光法による検出結果との陽性一致率.
48時間の培養を16時間に短縮できる.発光測定装置により、測定の自動化と作業の効率化が期待できる.
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